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淘汰管高度分級による除去土壌の減容に関する研究 

西村諒成，秋山庸子(大阪大学大学院工学研究科) 

１．はじめに 

福島第一原子力発電所の事故で発生した 8000～20000 Bq/kg の除去土壌の減容化手法として，淘汰管を用

いた高度分級の検討を行った．淘汰管とは，管内における懸濁液の流速と懸濁粒子の粒径・形状・比重に依

存する，ドラッグ力・浮力・重力の関係を流速により制御し，土壌粒子を粒径によって選別する装置である．

この技術の実用化に向けては，淘汰管の分級精度を向上させ，放射能濃度を再生利用の基準値である 8000 

Bq/kg 以下に低減する必要がある．本研究では内径 220 mm の円柱型淘汰管を使用し，まず非汚染土壌を用い

て，淘汰管内での流速分布を均一化させるために，整流板を用いた分級精度向上の検討を行った．次にこの

結果に基づき，福島県内の実汚染土壌を用いて高度分級を行い，放射能濃度低減率の調査を行った． 

２．実験方法 

 ここでは福島県内で行った，実汚染土壌を用いた実験につ

いて述べる．本実験では，放射能濃度が約 19000 Bq/kg の実

汚染農地土壌を湿式分級によって 75 µm 未満としたものを使

用し，表 1 に示す 5 つの条件で淘汰管による高度分級実験を

行った．分級点を 20 µm に設定したときの流速の理論値は

0.28 mm/s，土壌懸濁液の固液比は約 1:115，高度分級前の 75 

µm 未満の土壌成分の放射能濃度は約 56000 Bq/kg であった． 

３．結果と考察                  

本手法では残留分の放射能濃度を再生利用の

基準値である8000 Bq/kg以下とすることを目的

としているため，淘汰管内に残留した大粒径分

の分級精度や放射能濃度が特に重要となる．図

1 に 5 つの実験に対する，淘汰管内に残留した

土壌粒子（以下，残留分とする）の分級精度と

その放射能濃度を示す．残留分の分級精度は洗

浄水の量を 2 倍とした実験 E が 78.1 %と最も高

く，これは洗浄水を十分に投入することで，淘

汰管内に 20 µm 未満の粒子が残りにくくなった

ためと考えられる．  

一方で，残留分の放射能濃度は，最も分級精度が高かった実験 E でも 40000 Bq/kg 程度であった．これは

再生利用の基準値である 8000 Bq/kg の 5 倍程度の放射能濃度であり，このままでは再生利用できないことが

分かった．この理由として，本実験では分級点が 20 µm と小さかったことや，土壌成分の分散が十分でなか

ったことが挙げられる．このことから，淘汰管の形状の改良や土壌の前処理を行って残留分の分級精度をさ

らに向上させるとともに，汚染土壌の各粒度成分の放射能濃度に対応した適切な分級点を検討する必要があ

ると考えられる． 
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表 1 淘汰管を用いた実験条件 

実験 実験条件 

A 整流板有，理論値通りの流速 

B 整流板有，理論値の 2 倍の流速 

C 
整流板有，理論値通りの流速, 

pH を 11.0 に調整※ 

D 整流板無，理論値通りの流速 

E 
整流板有，理論値通りの流速, 

2 倍量の洗浄水 

          ※ 土壌分散のため 

図 1 残留分の分級精度と放射能濃度 
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